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○「理論的側面の検討過程 bi-process」「公式議論における処理過程 main 
process」の概念による分析でも、許穆の理論的論点は、非‐公式議論 bi-process
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で検討され公式議論main processには全く影響を与えていないことが判明した。
ゆえに本件過程を礼学論争と規定することは困難である。 
○鄭太和は、許穆への対応を宋時烈に一任し結果責任を転嫁、学術論争の影響
を遮断し理論的争点と政策的争点を分離した。 
○領議政（金瑬、鄭太和）の政治手法は、「制御可能な場 governable space」の
活用と「無力化 neutralize」（異論の中和と bi-processへの封じ込め）を特徴と
し、時間を政治的資源とする「時間の政治学」（永井陽之助）の手法である。 
○デュヴェルジェ、カーの理論を援用して政策的現実に対する許穆、宋時烈の
政治的位相を分析すると、許穆は進歩的目標を設定し政策変更を相手に要求、
宋時烈は現状維持を目標とし施策を展開した。ゆえに許穆は理想主義者（ユー
トピアン）、宋時烈は現実主義者（リアリスト）と分類される。 
○宋時烈は、主体人格絶対主義（朱子を介して孔子を継承）に基づき「春秋の
大義」「尊明エトス」涵養を目指し外交思想も形成した。ここから導出される政
策は、絶対反戦論であり、夷荻には、一定距離の維持を統治の要諦と認識して
いた（伝統的礼思想、李朝の前例の踏襲）。後金征伐については「北伐」ではな
く「遠略」と表現し、対清関係に慎重な配慮を行った。ゆえに宋時烈には「北
伐」の政策化は選択肢になく、「軍事に踏み切れない北伐論者」ではなかった。 
○孝宗は「春秋の大義」を理解できなかった。宋時烈はこれを認識し、この重
要性の説得に努力（開戦回避努力）した。薨去後は、一転「孝宗＝春秋の大義
の聖君」像を強調した。 
○宋時烈は、朝廷の公式過程main processでは、孝宗の葬喪儀礼の円滑な遂行
に向けた政策的合理性を重視した。一方、bi-processに封じ込めた許穆の理論的
論点には礼学理論の権威として対処した。 
また、宋時烈による『明律』に依拠した朞年説支持は「春秋の大義」の顕在
化である。孝宗の葬喪儀礼における宋時烈の政治行動は、対明義理の貫徹と対
清関係の安定の両立を至上命題としたもので、朞年喪の採用もその論理的帰結
であった。つまり「春秋の大義」こそが、内政、外交を貫く宋時烈の政治行動
の淵源であり、事態の推移の中で現実主義的転換が図られた。こうした宋時烈
の政治家像の中にステーツマンシップの存在が確認されるのである。 
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